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美鶴

〈
合
本
美
鶴
さ
ん
は
、
明
治
十
六
年
、
三
善
村
に

生
ま
れ
ま
し
た
。
十
四
歳
の
時
、
大
和
村
(
現
長

浜
町
)
で
家
大
工
の
修
行
に
入
り
、
後
に
大
阪
で
指

物
と
建
異
を
勉
強
。
日
露
戦
争
で
の
従
軍
生
活
の

後
、
善
通
寺
の
彫
刻
師
に
弟
子
入
り
し
、
修
行
を

重
ね
ま
し
た
。

明
治
四
十
年
頃
三
善
へ
帰
り
、
火
災
で
焼
失
す

る
前
の
出
石
寺
の
費
賓
室
な
ど
を
中
心
的
に
手
掛

け
ま
し
た
。
昭
和
十
六
年
の
大
山
人
で
焼
失
し
た
出

石
寺
の
再
建
を
当
時
の
住
職
神
山
諦
鎧
氏
か
ら
依

頼
さ
れ
ま
し
た
が
、
入
手
不
足
と
職
人
気
質
が
災

ふるさと再発見①

〈三善地区〉

幻の名工

谷本

編集大洲市役所発行平成元年 2月1日発行

い
し
、
こ
れ
を
辞
退
。
再
建
準
備
(
主
と
し
て
設

計
段
階
)
を
手
掛
け
る
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

常
磐
井
忠
伽
先
生
著
の
三
善
生
活
誌
に
は
、
そ

の
人
物
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す

0

1
前
略
・
・
・
名
人
肌
で
無
口
、
伺
巴
も
じ
い
っ

と
考
え
込
ん
で
い
る
だ
け
で
着
手
し
よ
う
と
し
な

い
巴
が
続
く
。
こ
の
姿
を
見
て
、
人
々
は
変
人
と

評
し
た
が
、
い
ざ
着
手
す
る
と
、
名
工
の
手
は
き

わ
立
っ
た
逸
品
を
生
ん
だ
。
次
の
逸
話
が
あ
る
。

彼
が
出
石
寺
に
行
っ
て
い
た
時
、
ち
ょ
う
ど
来
合

わ
せ
て
い
た
京
都
の
彫
り
も
の
師
が
、
彼
の
作
品

を
見
て
、
「
わ
し
は
負
け
た
。
ま
だ
ま
だ
自
分
の
修

行
不
足
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。
最
初
か
ら
や
り
直

そ
う
」
と
言
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
後
略
H
H

谷
本
さ
ん
の
手
掛
け
た
建
築
物
と
し
て
は
、
八

多
喜
の
多
費
教
会
愛
媛
本
院
な
ど
が
あ
り
、
肱
川

流
域
切
っ
て
の
名
工
と
う
た
わ
れ
た
そ
の
力
量
を

今
も
物
語
っ
て
い
ま
す
。
晩
年
、
〈
合
本
さ
ん
は
、

「
出
石
寺
の
再
建
を
手
掛
け
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
が
、
あ
の
護
摩
堂
だ
け
は
ぜ
ひ
と
も
こ
の
手

で
仕
土
げ
て
み
た
か
っ
た
」
と
こ
ぼ
し
て
い
た
そ

う
で
す
。

素
材
、
設
計
、
組
み
立
、
そ
し
て
心
、
建
築
の

〈
王
て
に
こ
だ
わ
り
続
け
た
名
工
は
、
昭
和
三
十
九

年
、
八
十
一
歳
で
そ
の
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。

谷
本
氏
最
後
の
作
品
・
鬼
面
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大
行
天
皇
の
崩
御
を
い
た
ん
で

近

凸旦

干大

田

大
洲
市
長

大
行
天
皇
の
崩
御
の
悲
報
に

接
し
、
心
か
ら
ご
め
い
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
一
日
も

早
い
ご
快
癒
へ
の
切
な
る
願
い

も
む
な
し
く
、
誠
に
哀
惜
の
極

み
で
あ
り
ま
す
。

大
行
天
皇
に
あ
っ
て
は
、
御
年
二
十
五
歳
で
皇
位
を
御
継

承
に
な
り
、
以
後
六
十
二
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
常
に
世
界

の
平
和
と
国
民
の
幸
福
に
心
を
砕
か
れ
ま
し
た
。
戦
後
の
多

事
多
難
の
時
代
に
全
国
を
巡
幸
さ
れ
、
廃
嘘
に
あ
っ
て
な
す

す
べ
を
知
ら
な
か
っ
た
国
民
を
親
し
く
慰
め
、
励
ま
さ
れ
、

祖
国
復
興
の
勇
気
を
奮
い
立
た
せ
て
く
だ
さ
っ
た
わ
姿
は
、

A
7
な
お
心
に
深
く
焼
き
付
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
間
、
愛
媛

県
に
も
三
度
足
を
お
運
び
に
な
り
、
昭
和
二
十
五
年
の
ご
来

県
の
際
に
は
、
大
洲
市
に
も
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

新
陛
下
を
迎
え
、
時
代
は

N

昭
和
H

か
ら

H

平
成
山
へ
と

移
り
行
き
ま
す
が
、
今
日
の
わ
が
国
の
平
和
と
繁
栄
を
思
う

と
き
、
人
間
天
皇
と
し
て
、
日
本
国
民
統
合
の
象
徴
と
し
て

一
万
さ
れ
た
そ
の
御
聖
徳
は
、
永
遠
に
人
々
の
心
に
生
き
続
け

る
も
の
と
確
信
い
た
し
ま
す
。

H

昭
和
N

と
い
う
激
動
の
時
代
に
あ
っ
て
の
ご
苦
労
に
対

し
ご
同
情
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
大
洲
市
民
と
と
も
に

心
か
ら
の
感
謝
と
哀
悼
の
ま
こ
と
を
さ
さ
げ
ま
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告
は

正
し
く
、
お
早
め
に

昭
和
六
十
三
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
二
月
十
六
日
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
申
告
期
限
は
三
月
十
五
日
で
す
が
、
期
限
間
近

に
な
り
ま
す
と
税
務
署
は
大
変
混
雑
し
、
落
ち
着
い
て
相
談
で
き

な
か
っ
た
り
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
よ
う
な
こ
と
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

確
定
申
告
は
で
き
る
だ
け
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

一
、
事
業
を
し
て
い
る
場
合
、
不
動
産

収
入
の
あ
る
場
合
、
土
地
や
建
物
を
売

っ
た
場
合
な
ど
で
、
昭
和
六
十
三
年
中

の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
、
基
礎
控
除
、

配
偶
者
控
除
、
配
偶
者
特
別
控
除
、
扶

養
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額
を

超
え
る
と
き

二
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
年
収

が
一
、
五

O
O万
円
を
超
え
る
場
合
、

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
金

額
の
合
計
額
が
二

O
万
円
を
超
え
る
場

合
な
ど

な
お
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な

い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
、
雑
損
控
除
や

医
療
費
控
除
、
住
宅
取
得
(
等
)
特
別

控
除
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
と
き
は
、
確

定
申
告
を
す
れ
ば
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所

得
税
が
還
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
還
付
を

受
け
る
た
め
の
申
告
は
、
二
月
十
六
日

前
で
も
提
出
で
き
ま
す
の
で
、
申
告
書

は
早
め
に
書
い
て
、
で
き
る
だ
け
郵
送

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
還
付
を
受
け
る
た
め
に
確
定

申
告
を
す
る
場
合
に
は
、
給
与
所
得
や

退
職
所
得
以
外
の
所
得
金
額
の
合
計
額

正
し
い
確
定
申
告
書
を

所
得
税
は
、
自
分
の
所
得
の
状
況
を

最
も
よ
く
知
っ
て
い
る
納
税
者
が
、
自

ら
税
法
に
従
っ
て
自
分
の
所
得
と
税
額

を
正
し
く
計
算
し
て
申
告
し
、
納
税
す

る
と
い
う
申
告
納
税
制
度
を
採
用
し
て

い
ま
す
。
昨
年
一
年
間
の
所
得
と
税
額

を
正
し
く
計
算
し
、
お
早
め
に
申
告
と

納
税
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
に
期
限
ま
で
に
申
告
を
し
な
か
っ
た

り
、
誤
っ
た
申
告
を
し
た
り
し
ま
す
と
、

後
で
不
足
の
税
金
を
納
め
る
だ
け
で
な

く
、
不
足
税
額
の
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
又

は一

O
パ
ー
セ
ン
ト
(
不
正
な
行
為
が

あ
っ
た
よ
う
な
場
合
に
は
四

O
パ
ー
セ

ン
ト
又
は
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
)
の
割
合

の
加
算
税
が
課
さ
れ
、
更
に
、
延
滞
税

も
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
。

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

が一一

O
万
円
以
下
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ

を
含
め
て
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。
市
県
民
税
の
申
告
相
談

税
務
課
で
は
、
次
の
よ
う
に
申
告
相

談
、
指
導
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

。
申
告
指
導

3
月
1
日
1
日
日
(
大

洲
市
役
所
税
務
課
)

。
申
告
相
談

V
大
洲
地
区

(
2
月
日

日
i
m
日
、
市
役
所
税
務
課
)

V
三
善

地
区

(
2
月
包
目
、
三
善
連
絡
所
)

V
八
多
喜
地
区

(
2
月
沼
目
、
八
多
喜

連
絡
所
)

V
上
須
戒
地
区

(
2
月
お
目
、

上
須
戒
連
絡
所
)
亨
新
谷
地
区

(
2
月

お
日
、
新
谷
連
絡
所
)

V
大
川
地
区

(
2
月
幻
目
、
大
川
H
大
川
連
絡
所
、
蔵

川
H
H
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
)

V
平
野
地

区

(
2
月
お
日
、
平
野
連
絡
所
)

V
南

久
米
地
区

(
3
月
1
日
、
南
久
米
連
絡

所
)

V
菅
田
地
医

(
3
月
2
日
、
菅
田

連
絡
所
)

V
柳
沢
地
区

(
3
月
3
目、

柳
沢
連
絡
所
)

※
午
前
9
時
1
午
後
4
時
加
分
ま
で
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第
二
一

O
回
大
洲
市
議
会
定
例
会
は
、
十
二
月

十
三
日
か
ら
十
二
月
二
十
二
日
ま
で
十
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
議
会
で
は
、
昭
和
六
十
三
年
度
予
算
関
係
十

三
件
、
条
例
関
係
二
件
、
そ
の
他
二
件
の
計
十
七

件
が
提
案
さ
れ
、
決
算
の
認
定
を
除
き
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

ーシステム開発費など

予算化-

提
案
理
由
の
説
明

国
に
お
い
て
は
、
税
制
改
革
が
最
重

要
課
題
と
し
て
議
案
の
審
議
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。
大
洲
市
と
し
て
も
、
税
制

改
革
に
伴
い
、
地
方
財
政
に
支
障
の
な

い
財
源
の
確
保
と
、
地
方
自
治
の
確
立
、

地
域
振
興
の
諸
施
策
の
積
極
的
な
展
開

が
実
現
さ
れ
る
よ
う
期
待
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

A
7
年
度
計
画
し
て
い
る
主
要
事
業
は

ほ
と
ん
ど
前
固
ま
で
に
予
算
化
し
、
事

業
実
施
し
て
い
る
段
階
で
す
。
今
回
は
、

そ
の
後
決
定
し
た
補
助
事
業
の
追
加
な

ど
を
主
に
、
当
面
必
要
と
す
る
も
の
に

つ
き
予
算
措
置
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
と
し
て
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
自
己
導
入
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
開

発
、
牛
肉
貿
易
自
由
化
に
伴
う
緊
急
対

策
措
置
と
し
て
の
肉
用
牛
低
コ
ス
ト
生

産
モ
デ
ル
事
業
な
ど
で
す
。

な
わ
、
「
冨
士
リ
ゾ
ー
ト
地
域
整
備

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
は
、
す
で

に
「
徳
森
公
園
整
備
事
業
」
が
、
「
ふ
る
さ

と
づ
く
り
特
別
対
策
事
業
」
の
適
用
を

受
け
て
い
ま
す
が
、
今
回
二
次
配
分
と

し
て
、
「
花
と
緑
の
街
道
整
備
事
業
L

、

「
冨
士
山
地
域
観
光
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
整
備
事
業
」
「
冨
士
山
フ
ァ
ミ
リ
ー

ガ
ー
デ
ン
整
備
事
業
」
の
三
事
業
が
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算
の
概
要

今
回
の
補
正
額

一
般
会
計
三
億
六
千
九
百
五
十
九

万
円

特
別
会
計
二
千
百
五
十
万
円

企
業
会
計
一
億
二
千
三
百
十
九
万

円

合

計

五

億

一

千

四

百

二

十

八

万
円

今
回
の
補
正
で
、
予
算
総
額
は
百
八

十
一
億
八
千
三
百
十
一
二
万
円
と
な
り
、

昨
年
同
期
に
比
べ
る
と
、
七
億
七
千
六

百
三
十
二
万
円
(
約
四
・
五
%
)
増
加

し
ま
し
た
。

一
般
会
計

今
回
の
補
正
で
、
一
般
会
計
の
予
算

総
額
は
百
五
億
九
千
八
百
七
万
円
と
な

り
、
昨
年
同
期
に
比
べ
る
と
、
二
億
四

百
八
十
五
万
円
(
約
一
・
五
%
)
増
加

し
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

V
総
務
費
電
算
自
己
導
入
ソ
フ
ト
開

発
及
び
電
算
用
備
品
購
入
費
、
及
び
電

算
室
改
造
工
事
に
二
千
二
百
六
十
万
円

V
農
林
水
産
業
費
中
核
養
蚕
農
家
育

成
対
策
事
業
補
助
金
と
し
て
二
百
九
十

五
万
円
、
肉
用
牛
低
コ
ス
ト
生
産
モ
デ

ル
事
業
に
二
百
八
十
九
万
円
、
広
域
営

農
団
地
農
道
整
備
事
業
負
担
金
と
し
て

千
五
十
万
円

V
土
木
費
が
け
く
ず
れ
防
災
対
策
事

業
に
九
百
二
十
万
円
、
野
田
団
地
公
営

住
宅
建
設
費
(
第
一
種
・
四
棟
八
戸
、

木
造
二
階
建
)
と
し
て
七
千
四
百
四
十

二
万
円
、
ふ
る
さ
と
守
つ
く
り
特
別
対
策

事
業
測
量
設
計
委
託
料
(
花
と
緑
の
街

道
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ガ
ー
デ
ン
、
観
光
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
道
路
測
量
設
計
委
託
料
)

と
し
て
三
千
九
百
万
円

V
教
育
費
公
民
館
設
備
整
備
事
業
に

百
二
十
万
円条

例

関

係

3 -

大
洲
市
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
支
給
条

例
の
一
部
改
正

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正

そ

の

イ也

昭
和
六
十
二
年
度
大
洲
市
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

大
洲
市
土
地
開
発
公
社
定
款
の
一
部
変

更
に
つ
い
て

議

ム
冨

事

人

上
回
安
範
議
員
が
、
十
一
月
三
十
日

付
で
辞
職
さ
れ
た
の
に
伴
い
、
肱
川
流

域
開
発
調
査
特
別
委
員
に
、
宇
都
宮
敏

伯
議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。



日
れ
1
回

日

町

J
U討
け

。

…

一

一

一

一

一

一

次

洲

高

校

郷

土

研

究

ク

ラ

ブ

が

ノ

許
可
h
u
u訪
問

平

成

元

年

一

一

月

か

ら

金

融

機

関

に

…

一

一

山

愛

媛

一

一

東

純

一

事

賞

一

一

を

受

賞

一

一

な
い
優
れ
た
作
品
が
揃
っ
て
い
ま
す
。
お
い
て
は
、
毎
週
土
曜
日
を
閉
居
笹
来
日
士
一
月
十
二
百
、
伊
予
墨
末
高
校
で
研
究
し
た
も
の
で
す
。
発
表
を
行
っ
た

入
場
料
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。
ぜ
と
す
る
完
全
週
休
二
日
制
が
実
施
さ
れ
日
開
催
さ
れ
た

H

昭
和
六
十
三
年
度
愛
媛
の
は
、
二
年
生
の
東
界
君
、
大
野
栄
樹

ひ
一
度
ご
来
観
く
だ
さ
い
。
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
町
県
高
等
学
校
国
際
教
育
研
究
発
表
会
・
君
と
、
一
年
生
の
大
内
明
美
さ
ん
、
小

寸
!
↓

l
l」
|
!
」
こ
こ
の
た
め
、
土
曜
日
は
、
県
指
定
金
一
研
究
発
表
の
部
州
に
お
い
て
、
大
洲
高
肝
早
百
合
さ
ん
の
同
人
o
p

二
年
く
ら
い

一
牲
円
一
円
一
事
融
機
関
な
ど
に
よ
る
県
公
金
の
支
払
や
、
一
校
郷
土
研
究
ク
ラ
ブ
が
、
見
事
最
優
秀
前
か
ら
続
け
ら
れ
て
き
た
基
礎
研
究
に

ヰ
一
十
川
一
月
一
軒
収
納
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
~
(
愛
媛
県
知
事
)
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
加
え
、
昨
年
九
月
下
旬
か
ら
発
表
に
向

ゆ平一

3

3

一

2

一Er

怖

;

愛

媛

県

で

は

、

平

素

、

優

れ

た

美

術

場

五

十

ト

正

ト

十

一

日

町

意

く

だ

さ

い

。

…

:

の

発

表

会

に

は

、

県

内

各

地

か

ら

公

け

て

の

本

格

的

な

準

備

に

入

り

、

そ

の

日

目

白

れ

特

別

日

比

町

、

入

一

冊

一

間

一

日

一

札

平

成

元

年

一

月

日

ら

原

則

と

し

て

…

軒

灯

ト

山

汗

μf時

十

時

吋

分

間

の

発

表

に

ま

と

め

あ

げ

館

一

同

一

日

一

山

一

i

展
示
し
、
広
く
県
民
に
鑑
賞
の
機
会
を
一
持
一

5

一

4

一
歳
国
の
行
政
機
関
は
、
各
月
の
第
二
・
第
問
研
究
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
発
表
は
、
市
内
に
お
け
る
国
際
交
流

円

台

術

τぃF
l
|「
ト
L

m

h

提
供
す
る
た
め
、
昨
年
か
ら
移
重
美
寸
ー
斗

l
川
止
1
1
i

四
土
曜
日
が
休
み
乙
〉
り
ま
し
た
。
明
大
訓
高
校
の
発
表
立
、
地
域
の
国
の
現
状
、
フ
ラ
ン
ス
村
構
怨
等
に
関
す

術
館
山
を
実
施
し
て
い
ま
す
o

一

ぽ

一

人

一

日

間

一

腕

料

税

務

署

公

共

営

安

定

所

も

、

こ

一

際

交

流

と

高

校

生

ir流域
の
フ
ラ
る
高
校
生
の
意
識
調
査
か
ら
始
ま
り
、

大
洲
市
に
お
い
て
も
、
二
月
一
日
か
重
一
大
一

0

8

一
高
無
の
よ
う
な
政
府
の
方
針
に
従
い
、
休
ま
吋
ン
ス
村
構
想
を
中
心
に

1
N
と
題
し
た
汗
究
過
程
で
表
出
し
て
き
た
国
際
交
流

ら
一
一
月
十
七
日
に
か
け
て
の
一
一
週
間
、
移
〔
「
「
ト
じ

h
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
農
の
ご
理
解
了
の
で
、
現
在
肱
川
流
域
一
市
四
町
一
正
一
一
一
口
で
し
め
ら
れ
て
い
ま
す
o

提

大
洲
市
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
一
一
悦
淋
似
川
一
日
引
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
町
村
が
推
進
し
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
村
構
想
言
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

今
回
展
示
さ
れ
る
の
は
、
県
立
美
術
館
「
ー
↑
!
「

L
同

川

川

」

※

…

を

中

心

に

、

大

洲

市

に

お

け

る

国

際

交

①

地

域

の

国

際

交

流

を

単

な

る

地

域

、4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
J
j
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
t
j
j
j
4
4
4
4
4
4
1さ
24m
流
の
現
状
と
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
活
性
化
の
子
段
u

に
と
ど
め
る
こ
と

平

成

元

」

に

ド

市

が

発

注

寸

る

建

※

詳

し

く

は

建

設

課

ま

で

…

U

J

な

く

、

豆

の

文

化

交

流

ο

を
実
現

一
山
一
割
切
だ
た
川
、
ヘ
八
一
九
一
一
、
設
工
事
の
入
キ
参
力
資
格
を
得
え
い
入
宮
⑫
2
1
1
1
内
線
3

5

0

m

J

や
し
て
欲
し
い
。

及
川
氏
昨
日
ロ
LEu
は

、

次

の

要

領

で

申

請

書

を

提

出

し

て

一

②

国

際

交

流

は

、

物

と

物

ω

で
は
な

位
陣
内
三
ノ
制
引

f24川
一

一

一

く

だ

さ

い

。

叩

く

、

山

人

と

人

H

の
交
流
、
が
基
本
で

:
一
脳

v

i
…

月

一

氏

:

台

、

な

お

、

申

請

書

の

提

出

に

つ

い

て

は

、

町

あ

る

o
H
本
の
次
代
を
担
う
私
た
ち

P
V
 

J

f

高

一

羽

fv一
三

一

引

(

建

設

業

法

第

三

十

七

条

の

二

十

三

か

ら

高

校

生

と

フ

ラ

ン

ス

の

高

校

生

と

の

泊

三

ノ

¥
1喧
h
f

一一

iLr一
“
F

第

二

十

七

条

の

三

十

四

の

規

定

に

基

づ

交

流

を

ぜ

ひ

実

現

し

て

欲

し

い

。

種

目

霊

山

仁

三

く

経

営

規

模

、

そ

の

他

経

営

に

関

す

る

③

国

一

際

交

流

を

妨

げ

る

言

葉

の

Z

E
署

九

一

拭

帯

…

…

ハ

パ

事

項

の

審

査

が

終

っ

て

い

る

こ

と

が

必

り

越

え

る

た

め

に

、

ぜ

ひ

フ

ラ

ン

一

一

六

日

一

一

一

一

一

日

二

一

一

一

一

寸

一

…

要

で

す

。

ス

語

の

講

座

な

ど

を

開

設

し

て

欲

し

ハ

一

設

八

日

参

…

…

a

r

、
今
後
も
更
に
研
究
を
進
め

…

締

結

山

…

…

…

…

川

、

た

い

と

意

欲

満

々

で

す

。

おおず

移動美術館が

やってくる/

2月1日"'2月17日

県立美術館蔵の名作40点余

博物館だより

広報平成元年2月1日

受
付
期
間

平
成
元
年
三
月
一
日

か
ら
三
月
三
十
-
日

大
洲
市
役
所
建
設
課

受
付
場
所

お
知
ら
せ
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年
の
瀬
だ
/
新
年
だ
/
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

H

お
も
ち
つ
き
u

一

十
錨
C
¥櫨
輯
鱒
麟
駅
間
瀬
一
ぃ
~
内
二
バ
士
一
月
二
十
七
日
、

J

R
大

洲

駅

前

購

輔

盤

群

A
鯛

灘

額

一

輔、ト
7
J乙
鱒
!
ふ
と
ん
で
、
朝
市
で
さ
じ
み
の
農
業
後
継
者
輔
轟
麟
鱒
子
鞍
融
麟
一
、
一
一
叫
ん
川

一
/
脳
髄
寝
泊
轍
閣
議
¥
一
一
一
ぃ
一
一
一
一
ら
十
五
人
が
お
も
ち
つ
き
。
午
前
八
時
轟
韓
議
錨
輯
麟
霊
十
一

U

一

説

静

…

人

J
撃

か

ら

約

七

時

間

を

か

け

て

、

も

ち

米

百

一

一

覇

韓

議

離

聖

一

被

差

別

部

落

語

国

時

代

の

終

り

ご

~
下
支
露
首
議
-
難
関
十
キ
ロ
分
の
も
ち
を
つ
き
上
げ
ま
し
た
。
議
襲
ぐ
¥
轟
網
棚
閥
幹
騒
川
ろ
か
ら
江
戸
時
代
の
初
め
に
か
け
て
全

大

勺

鰯

欝

瀦

総

離

肉

離

額

ほ

と

ん

ど

は

、

前

も

っ

て

予

約

を

受

け

醸

れ

盤

鱒

F

1

十
一
国
が
統
一
さ
れ
る
中
で
作
ら
れ
ま
し
た
。

一一JJ

警
J
j鷺
髄
議
一
一
ぺ
怒
た
人
々
に
売
り
渡
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
輔
購
輯
欝
額
一
見
識
譲
川
そ
れ
は
江
戸
時
代
大
多
数
を
占
め
た
農

一¥J轟
議
離
:
一
必
川
一
一
一
一
日
行
っ
た
即
売
言
、
す
ぐ
に
売
り
切
離
輯
鶴
議
議
欝
畿
一
民
を
支
配
す
る
た
め
、
士
農
工
商
よ
り

ヘ

¥

ゴ

灘

駅

間

繍

震

を

い

じ

心

れ

て

し

ま

っ

た

そ

う

で

す

。

輔

輔

理

一

一

協

議

轟

鶴

川

更

に

低

い

身

分

を

作

っ

た

の

が

差

別

の

piiit一

ι鷺
鯵
聾
韓
島
韓
関
一
ふ
…
J
i

翻
翻
覇
鰐

F
J叫

j
r
J
f必
繍
輔
喝

-
A
調
醐
都
留
轟
輔
欝
鞘
輔
鞠
騨
輔
一
一
v

r

一
一
ー
ま
た
、
元
日
一
に
は
、
大
洲
市
連
合
青
輯
輯
輔
議
~
i
:
齢
購
鱒
轍
鴨
川
起
こ
り
で
あ
り
、
差
別
を
強
化
す
る
子

一
一
一
似
謬
々

L-
主
人
h
L
J
一
年
号
、
年
明
け
と
と
も
に
大
洲
神
社
轟
鵜
轍
議
藍
韓
輔
車
線
鑑
定
と
し
て
固
定
化
し
、
周
辺
と
は
異
な

iJ火
¥
転
機
械

Uvトウ
J
J

一
町
一
を
訪
れ
た
参
拝
客
に
、
っ
き
た
て
の
わ
襲
撃
麓
覇
購
響
子
十
川
っ
た
状
況
を
作
り
出
す
必
要
が
あ
っ
た

h
v
農

業

後

継

者

も

ち

と

甘

酒

を

無

料

奉

仕

し

ま

し

た

o
h
p
大

洲

市

連

合

青

年

団

山

の

で

す

。

そ

れ

で

日

常

生

活

の

あ

ら

ゆ

一
言
一
一
川
る
面
で
厳
し
い
制
限
拘
束
が
な
さ
れ
で

ふ

L

与

ふ

む

i

:

川
い
き
ま
し
た
。

日

一

千

¥

つ

あ

に

ン

ザ

宇

一

一

に

新

一

h
N仙
泊

二

ト

統

の

レ

ご

訟

幹

1
0
L
O一
望

が

川

ま

ず

、

身

分

制

度

を

整

え

て

い

く

た

一

気

デ

斗

一

百

一

一

一

泊

伝

る

ヤ

二

銭

寺

山

に

一

希

ル

川

め

に

、

身

分

に

応

じ

居

住

地

が

同

定

さ

が

γ
ペ
/ρ
ー
』
「

J
1三
4

9

た

L
チ

4

4

1

F

ぺ
f

f

4

プ
4

ク

下
町
刈
F
よ
-
一
一
一

1

げ

札

か

す

こ

i
b
q
h
k

一
川
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
農
民
に
怠
る
こ
と

一

二

曜

劇

討

に

ご

t

一
あ
サ
川
な
く
年
貢
米
を
納
め
さ
せ
る
た
め
、
農

一

一

一

ォ

を

身

ρ

一

一

一

)

一

ヵ

V

川
民
を
土
地
に
し
ば
り
つ
け
(
検
地
)
ま

一

段

一

一

火

彰

心

子

一

一

一

ト

回

展

一

フ

A

一、iノ
楽

も

一

一

週

表

と

空

o

一

一

泊

却

を

~

ラ

・

川

た

。

そ

し

て

、

差

別

の

対

象

に

さ

れ

た

一

~

、

に

一

一

毎

臣

技

μ

か

ご

旧

間

動

一

ク

o

ブ
山
人
々
に
住
む
所
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

一一昨一一一九一二一一一一一三一一一…一…山一一一一一昨日

一

臥

河

川

一

一

軒

T
恥

口

一

一

得

焔

J
一
日
パ
、
…
差
別
さ
れ
る
異
な
っ
た
生
活
環
境
が

一

毎

一

ス

一

一

空

る

絶

ジ

二

郎

ら

ど

め

一

々

ケ

は

o

川
作
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
う
し
て
斗
淳

一(

0

・

二

・

二

太

か

な

求

一

色

一

ら

す

川

刑

さ

れ

る

村

が

長

年

固

定

さ

れ

閉

鎖

台

一

一

ブ

の

足

二

一

一

Y
り

う

を

一

、

サ

か

で

山

1

る
と
、
そ
の
地
域
内
で
の
人
口
は
増

一
一
フ
い
不

o

二

二

¥

く

行

力

一

も

い

月

定

川

11

一
わ
昌
三
一
一
一
一
鋤
主
士

E
J行
川
U

討
ゴ
下
h
H
U
U
U
H
O

K

N

刻

ち

二

一

一

再

人

公

o

一

の

、

た

れ

山

一

卓

ノ

)

立

二

一

一

人

の

間

一

そ

り

ま

さ

川

但

島

の

国

(

兵

庫

県

の

一

部

)

で

は

村

F

-

P
よ
設
山
中
に
軒
の
大
き
さ
を
定
め
、
家
族
が
ど

平成元年2月1日おおず広報

仕事に余暇にのびのび青春
ークラブ・サークル員大募集一一

勤労青少年ホーム

市内に居住又は勤務する青少年の憩いの場である

勤労青少年ホ ムでは、新しい仲間を募集していま

す。 ふるってご参加ください。

一大洲市中央公民館 4階 宮⑪ 3 1 6 1 

No.122 

「
偏
見
を
な
く
す
る
た
め
に
」
凶

「
人
権
と
同
和
教
育
」

ん
な
に
増
え
よ
う
と
も
、
増
築
分
家
が

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
村
も
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
差
別
を
よ
り
強
化
す
る
手
段

と
し
て
特
定
の
職
業
が
押
し
つ
け
ら
れ

て
い
き
ま
す
。
中
世
末
期
ご
ろ
に
な
る

と
死
牛
馬
の
処
理
に
た
ず
さ
わ
さ
れ
た

者
や
仕
置
人
の
役
に
さ
れ
た
者
(
仕
置

人
の
仕
事
は
人
々
の
反
目
を
か
う
)
も

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
民
衆
の
中
に
対

立
を
持
ち
込
み
、
差
別
の
強
化
に
利
用

さ
れ
た
の
で
す
。
し
か
も
殺
生
禁
忌
の

仏
教
思
想
を
利
用
し
、
こ
れ
ら
の
人
々

に
対
す
る
賎
称
を
あ
お
り
ま
し
た

c

し

か
も
、
他
の
職
業
か
ら
は
排
除
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
部
落
の
人
々
は
そ
の
職

業
に
就
く
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

っ
た
の
で
す
。

ま
た
身
分
制
度
を
固
め
差
別
を
よ
り

強
化
す
る
た
め
に
、
日
常
生
活
の
人
間

関
係
を
断
ち
、
一
般
と
異
な
っ
た
生
活

様
式
・
行
動
様
式
を
つ
く
り
権
利
や
習

慣
身
な
り
に
至
る
ま
で
、
厳
し
い
制
限

が
加
え
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
人
間
ら
し
い
生
き
方
を

疎
外
す
る
人
権
を
無
視
し
た
制
度
が
、

政
策
的
に
作
ら
れ
て
い
っ
た
史
実
は
枚

挙
に
暇
が
な
い
で
し
ょ
う
。
次
回
は
、

偏
見
を
植
え
つ
け
ら
れ
た
具
体
例
の
一

部
と
教
育
面
に
つ
い
て
ふ
れ
て
み
た
い

と
忠
い
ま
す
。

5 



おおず

日目@
8巴

広報

れ
り
刊
』
川
，

β
竹川
J
h

十
二
月
十
日
、
完
成
聞
も
な
い
大
洲

市
総
合
体
育
館
で
、

H
'
∞
∞
健
康
ゃ
つ
く
り

市
民
の
つ
ど
い
H

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
メ
イ
ン
・
ア
リ
ー
ナ
を
中

心
に
、

H

健
康
診
断
コ
ー
ナ
ー
ヘ

H

展

hv大
勢
の
入
手
で
に
ぎ
わ
う

メ
イ
ン
・
ア
リ
ー
ナ

奥

さ

ん

方

問

No.91 

播
祉
関
係
施
設
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
ね

谷
本

敏
子
さ
ん
(
大
洲
ぬ
き

平成元年2月1日

V
出
身
は
、
茨
城
県
笠
間
市
で
す
。

V
日
本
三
大
稲
荷
に
数
え
ら
れ
る
笠
間

稲
荷
が
あ
り
、
笠
間
焼
で
も
有
名
な
所

で
す
。

V
主
人
と
は
、
学
生
時
代
に
東
京
で
知

り
合
い
ま
し
た
。

V
結
婚
後
昭
和
四
十
七
年
に
大
洲
市
へ

や
っ
て
来
ま
し
た
。

V
四
国
は
南
国
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強

か
っ
た
ん
で
す
が
、
大
洲
の
冬
は
寒
さ

一
不
及
び
試
食
コ
ー
ナ
ー
ヘ

η

薬
草
展
コ

ー
ナ
ー
H

な
ど
の
多
彩
な
催
し
に
約
千

人
の
市
民
が
参
加
。
健
康
づ
く
り
に
関

す
る
知
識
を
深
め
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
時
に
開
催
さ
れ
た
庁
第
七

回
大
洲
市
健
康
守
つ
く
り
推
進
大
会
以
で

は
、
俳
優
千
秋
実
さ
ん
の
「
生
き
る
な

り
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
、
約
五

百
人
の
人
々
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し

た
。
講
演
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
表
彰
式

で
は
、
母
子
保
健
推
進
功
労
者
ら
に
表

彰
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
(
敬
称
略
)

1
母
子
保
健
推
進
功
労
者

母
子
保
健
推
進
員
桧
田
早
苗

2
食
生
活
改
善
推
進
功
労
者

保
健
栄
養
推
進
員
西
村
君
子

が
厳
し
い
で
す
ね
o

v
最
初
は
州
遠
い
所
へ
来
た
な
あ
山
と

い
う
感
じ
が
強
く
、
余
り
実
家
へ
足
を

運
ぶ
ご
と
が
で
き
な
い
の
が
つ
ら
か
っ

た
で
す
。

V
笠
間
に
は
、
う
か
い
や
い
も
た
き
の

よ
う
な
催
し
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
八
月

に
は
祇
園
祭
り
、
十
一
月
に
は
や
ぶ
さ

め
、
二
月
の
節
分
に
は
笠
間
稲
荷
で
豆

ま
き
が
盛
大
に
催
さ
れ
ま
す
。

V
大
洲
は
、
笠
間
に
比
べ
る
と
、
福
祉

関
係
施
設
に
恵
ま
れ
で
い
る
と
思
い
ま

す。V
食
生
活
の
面
で
は
味
付
け
が
大
き
く

保
健
栄
養
推
進
員
梶
谷
幸
子

3
健
康
体
操
普
及
功
労
者

ヨ

ガ

の

体

操

永

見

勝

八

生
命
の
貯
蓄
体
操
口
問
田
恵
子

4
国
保
健
康
世
帯

岩
城
キ
ミ
ヱ
(
大
洲
)

外
二
百
九
十
七
世
帯

違
い
ま
す
が
、
私
は
い
ま
だ
に
こ
ち
ら

の
薄
味
に
な
じ
め
で
い
な
い
の
で
、
わ

が
家
の
料
理
は
濃
い
口
で
す
。

V
う
か
い
や
花
火
は
情
緒
豊
か
で
い
い

で
す
ね
。
茨
城
か
ら
来
た
親
族
も
大
変

喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

V
子
会
叫
品
川
~
ち
(
賢
子
さ
ん

l
高
披
一
一
一
生

l
、
祥
信
く
ん

l
中
学
一
年

l
、
諭
子
ち

ゃ
ん
H
H
小
学
四
年
H
H
)

に
は
、
素
直
で
、

人
を
思
い
や
り
、
人
か
ら
好
か
れ
る
よ

う
な
人
物
に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

新
刊
図
書
案
内

愛
媛
の
風
物
詩
安
藤
喜
多
夫
写
真

我
「
朝
日
新
聞
」
と
戦
え
り
俵
孝
太
郎
著

ぽ
く
の
死
の
準
備
野
坂
昭
如
著

密

教

呪

術

入

門

中

岡

俊

哉

著

上
杉
謙
信
も
の
し
り
史
伝桑

田
忠
親
著

海
外
旅
行
で
鍛
え
る
野
口
芳
宏
著

O
L
秘
訣
集
安
田
生
命
教
育
部
編

先

見

後

顧

堺

屋

太

一

著

高
齢
化
社
会
と
き
み
た
ち三

浦
文
夫
著

頭
の
ツ
ボ
健
康
法
青
柳
修
道
著

新
車
・
外
車
の
値
引
き
マ
ニ
ュ
ア
ル

松
本
隆
一
著

健
康
食
ワ
カ
メ
・
ヒ
ジ
キ
奥
本
光
魚
著

土

俵

の

鬼

三

代

杉

山

邦

博

著

監

督

論

玉

木

正

之

著

第
包
囲
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
ソ

ウ
ル
'
部
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
社

ギ

ル

ガ

メ

シ

ュ

梅

原

猛

著

む
か
し
・
あ
け
ぼ
の
田
辺
聖
子
著

怖
い
話
と
短
い
話
結
城
昌
治
著

イ

ヌ

の

仇

討

井

上

ひ

さ

し

著

箱

館

戦

争

武

田

八

洲

満

著

状
況
曲
線
上
・
下
松
本
清
張
著

鼠

城

山

三

郎

著

砂

の

戦

記

立

松

和

平

著

つ

ね

な

ら

ぬ

話

星

新

一

著

む
だ
話
薬
に
ま
さ
る
早
川
良
一
郎
著

或

る

青

春

の

日

記

北

杜

夫

著

中
国
文
学
歳
時
記
黒
川
洋
了
他
編

図

書

館

6 



おおず

スポーツ少年団
ミニバスケットポール大会

広報

市長杯

家庭婦人バレーポール大会

12.11 

平成元年2月1日

総
合
体
育
館
オ
ー
ブ
ン
記
念

12.18 

12月11日、大洲市総合体育館で、市長杯

家庭婦人バレーボール大会が開催されまし

た。大会には、市内各地からママさんバレ

ー20チーム約 250人の選手が参加。日頃、

育児や家事のあい聞をぬって磨いてきた技

を競い合いました。会場につめかけた子供

たちゃパパさんたちの声援に、選手も大ハ

ッスル。ファインプレーの連続だったよう

です。主な結果は次のとわり。 1位とみす

クラブ、 2位肱南クラブ、3位八多喜クラブ

"" メ
咽7

歯
ズ

tT 
子tt/

12月18日、市内の各小学校から16チーム

約 240人の選手が参加し、スポーツ少年団

ミニバスケットボール大会が聞かれました。

冬の寒さもどこへやら、選手たちのハッス

ルプレーに、会場となった総合体育館・メ

イン・アリーナは激しい熱気に包まれまし

た。

身長差もなんのその、大きな選子のあい

聞をぬって活躍する小粒選手の頑張りには、

ひときわ大きい声援が寄せられていたよう

です。
市立博物館

巨匠現代版画展

12.10 

12月10日、大洲市立博物館でJ巨匠

現代版画展」がオープンしました。今

回の版画展には、現代版画の巨匠、斎

藤清や笹島喜平らの代表作品点を展示。

個性豊かな秀作の数々に、訪れた人々

も、ひととき現実の世界を忘れ、深い

詩情の世界に陶酔していたようです。

12.25 

児童センターで

クリスマス会

十
二
月
二
十
五
日
、
徳
森
の
児
童
セ
ン
タ
ー
で
、
ク
リ
ス
マ
ス

会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
近
隣
に
住
む
児
童
ら
約
六
十
人

が
参
加
。
遊
戯
や
ゲ

i
ム
で
楽
し
ん
だ
後
、
大
洲
市
福
祉
事
務
所

の
堀
口
所
長
ふ
ん
す
る
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
か
ら
、
お
菓
子
や
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
手
渡
さ
れ
、
子
供
た
ち
も
大
喜
び
で
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
、
城
山
の
児
童
館
で
も
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
聞

か
れ
、
児
童
や
父
兄
約
百
四
十
人
が
参
加
。

V
Y
S
の
お
兄
さ
ん

や
お
姉
さ
ん
た
ち
と
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

昭 和 63年

大洲市内の交通事故

十 7-

12月末現在 昨年同期

件数数 244 242 

負傷者 303 303 I 

死 者 3 



平成元年2月1日

乳

幼

児

健
康
相
談

保
縫
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

実

施

臼

該

当

者

2
月
7
日
(
火
)
昭
和
臼
年
9
月
生
※

2
月
9
日
(
木
)
昭
和
臼
年
7
月
生

2
月
比
日
(
火
)
昭
和
臼
年
6
月
生
※

2
月
白
日
(
火
)
昭
和
臼
年
3
月
生
※

2
月
お
日
(
火
)
昭
和
白
年
1
月
生

※
は
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
口
時
1
日
時
却
分

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
参
品
母
子
健
康
手
帳

健

康

キ目

談

日
時

2
月
8
日
と
2
月
幻
日

9
時
叩
分

1
ロ
時
、
日
時
1
日
時

場
所
市
役
所
一
階
会
議
室

おおず広報

2
月
日
日

(
土
)

2
月
四
日

(
日
)

2
月
四
日

(
日
)

2
月
お
日

(
日
)

沢
井
耳
鼻
科
(
中
村
)

宮
⑪
2
5
1
0

大
洲
中
央
病
院
(
東
大
洲
)

E
@
4
5
5
1
 

沢
井
小
児
科
(
中
村
)

宮

@
7
5
3
0

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

亀
井
小
児
科
(
東
大
洲
)

宮
⑫
3
7
5
7

大
洲
中
央
病
院

宮
⑪
4
5
5
1

松
尾
産
婦
人
科
(
中
村
)

宮

(
ω
5
8
0
3

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

池
田
泌
尿
器
科
(
東
大
洲
)

宮

(
ω
3
1
0
0

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
よ
う
に
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

2
月
2
日
(
木
)

場

所

時

間

市
立
大
洲
病
院

9
時
加
分

1
ロ
時

械

丸

三

産

業

日

時

i
H
時

側
愛
媛
刷
子
工
業
日
時
加
分

i
M
時

歯
科
相
談
(
大
洲
保
健
所
)

実

施

日

内

容

2
月
日
日
(
水
)
成
人
歯
科
相
談

2
月
幻
日
(
水
)
乳
幼
児
歯
科
相
談

受
付
時
間
日
時
か
ら
で
す
。
前
も
っ

て
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

宮
⑫
3
1
6
5

ま
ご
こ
ろ
の

お
く
り
も
の

(
敬
称
略
)

金

一

封

中

村

福

山

春

信

金

一

封

高

山

白

石

ユ

キ

子

金
一
封
(
精
算
残
金
)
大
洲
今
岡

製

糸

附

清

算

人

松

弁

護

郎

金
一
封
(
農
産
物
即
売
収
益
の
一
部
)

田
口
大
洲
市
農
家
生
活
改
善
グ
ル
ー

プ
連
絡
研
究
会
(
代
)
藤
田
冨
子

二
万
六
千
二
百
四
十
四
円
(
給
油
所

ご
利
用
の
お
客
様
賛
同
金
)
大
洲

古
森
石
油
底
大
洲
給
油
所

一
万
二
千
六
十
円
(
給
油
所
ご
利
用

の
お
客
様
賛
同
金
)
徳
森
古
森
石
油

底
、
徳
森
給
油
所

五
千
四
百
四
十
六
円
(
給
油
所
ご
利

用
の
お
客
様
賛
同
金
)
北
只
南
予
丸

善
北
只
給
油
所

二
万
七
千
八
百
八
十
八
円
(
福
祉
ヤ

ク
ル
ト
販
売
寄
付
金
)
若
宮
愛
媛

南
部
ヤ
ク
ル
ト
販
売
鮒
大
洲
市
内
販

売
庖
一
同

相談ごと案内
いずれも無料です。気軽にご

利用ください。

砂交通事故相談

と き 2月 8日 10日寺~15日寺

2月20日ク

ところ 市 役 所 別館 3階会議室

砂人権相談

と き 2月20日 13 f!寺 ~16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

惨法律相談

と き 2月 6日 13日寺~16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

砂心配ごと相談

とき 2月 1日、 10日、 27日

13日寺~16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

惨家庭児童相談

と き 毎日の執務 時 間 中

ところ 大 洲 市 福祉事務所

砂行政相談

とき 2 月 25 日 9 時~12時

ところ 市役 所 1階会議室

急ベマ時はE⑫ 3794 (玉木) まで

砂社会保険相談

とき 2 月 20 日 10時~16時

ところ 大洲商工会議所

担当松山西社会保険事務所

砂医師・栄養士による健康相談

とき 2月23日 13時一15時

とごろ 大洲市保健センター

対 象的歳以上の人

砂何でも相談

と き 毎日の執務 時 間 中

ところ 大 洲 隣 保館E⑪ 6100

大洲福祉会館E⑫0947

砂不動産無料相談

と き 2月15日 9日寺一16日寺

ところ 宅建協会大 洲 支 部

フヂエ夕、花庖 2階 、 常 磐 町 4

金
一
封
(
子
供
み
こ
し
の
お
葬
銭
)

菅
田
町
西
子
供
会
(
代
)
鳴
滝
泰
儀

金
一
封
(
車
椅
子
借
用
の
お
礼
と
し

て

)

柚

木

石

丸

尚

幸

金
一
封
(
寄
付
金
)
若
宮
匿
名

五
千
百
十
八
円
(
一
年
間
の
こ
ず
か

い

)

平

野

町

谷

本

浩

二

三
千
九
百
七
十
八
円
(
一
年
間
の
こ

づ

か

い

)

平

野

町

谷

本

啓

美

金
一
封
(
お
見
舞
返
し
)

柚

木

上

甲

正

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
寄
付
金
を
市
内
福
祉
施
設

五

ヶ

所

へ

)

若

宮

古

同

友

睦

金
一
封
(
寄
付
金
を
平
野
地
区
社
協

へ

)

平

野

町

大

野

照

雄

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
・
大
安
寺

.
平
野
小
学
校
・
同
中
学
校
・
平
地
下

鶴
寿
会
・
平
地
上
鶴
寿
会
・
野
田
鶴
寿

会
・
市
社
協
へ
)
平
野
町
山
本
菊
子

金
一
封
(
柳
沢
地
区
社
協
へ
)

田

処

宮

浦

勝

英

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

平
野
町
松
花
ア
サ
コ

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
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4期

納期は 2月28日
です

固定資産税

今月の納税


	8p用

